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本
校
及
び
聖
天
様
（
聖
天
山
長
楽
寺
歓
喜
院
）
の
沿
革 

治
承
三
年
（
一
一
七
九
） 
斎
籐
別
当
実
盛
公
が
、
祖
先
伝
来
の
ご
本
尊
聖
天

さ
ま
を
お
祀
り
し
た
こ
と
に
創
ま
る 

寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
大
火
に
よ
り
、
仁
王
門
、
中
門
を
残
し
そ
の
他
焼
失 

享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
妻
沼
の
大
工
棟
梁
、
林
兵
庫
正
清
が
再
建
に
着
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
川
八
代
将
軍
吉
宗
公
の
「
享
保
の
改
革
」
時
代
、

寺
社
修
復
制
限
の
中
、
寺
社
自
ら
の
「
御
免
勧
化
」

に
よ
り
、
資
金
を
集
め
る 

宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
拝
殿
完
成
（
権
現
造
り
呼
ば
れ
る
建
築
様
式
） 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
） 

妻
沼
歓
喜
院
仮
本
堂
を
校
舎
に
「
妻
沼
学
校]

創
立 

＊
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
、
校
訓
「
ま
じ
め
」「
ま

め
」「
ま
ろ
く
」
の
精
神
は
今
も
引
き
継
が
れ
る, 

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
大
我
井
の
杜
を
開
墾
し
校
庭
に
す
る 

そ
の
際
、
一
本
の
ケ
ヤ
キ
を
残
す 

「
ど
う
木
」
と
呼
ば
れ
、
妻
沼
小
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
妻
沼
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称 

 

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
六
）
妻
沼
町
立
妻
沼
小
学
校
と
改
称 

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
現
校
歌
制
定 

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
大
里
町
と
の
合
併
に
よ
り
、 

熊
谷
市
立
妻
沼
小
学
校
と
改
称 

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
聖
天
山
、
修
復
工
事
開
始 

 

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
聖
天
山
本
殿
、
埼
玉
県
初
の
国
宝
に
指
定
さ
れ
る 

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
） 

開
校
一
五
〇
周
年
記
念
行
事 

＊
校
章 

 
 

明
治
後
期
に
は
制
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

＊
校
歌 作

詞
の
田
島
善
之
亟 

氏
、
作
曲
の
稲
田
浩
氏
共
に
、
地
元
妻
沼
の
出
身
で
あ
る
。 

作
成
依
頼
の
経
緯
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
田
島
氏
は
文
学
に
、
稲
田
は
音 

楽
に
才
能
を
発
揮
し
て
い
た
方
と
伺
っ
て
い
る
。 

妻
沼
小
学
校
は
、
地
元
、
聖
天
様
と
共
に
、
地
域
に
溶
け
込
み
、
愛
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
歴
史
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
聖
天
様
、
地
元
妻
沼
を
愛

し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
を
、
校
訓
「
ま
じ
め
」「
ま
め
」「
ま
ろ
く
」
の

精
神
で
育
ん
で
い
き
ま
す
。 
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校
歌
（
昭
和
三
六
年
制
定
） 

作 

詞  

田 

島 

善 

之 

亟 

作 

曲  

稲 

田    

浩 

  

一
、
わ 

か 

草 

も 

ゆ 

る 

大 

利 

根 

の 

    
  

つ 

つ 

み 

の 

み 

ど 

り 

う 

つ 

る 

窓 

      

わ 

が 

学 

び 

舎 

に 

わ 

れ 

ら 

が 

庭 

に 

      

清 

く 

明 

る 

い 

光 

あ 

り  

 

 

二
、
朝 

日 

に 

は 

ゆ 

る 

大 

我 

井 

の 

   
   

も 

み 

じ 

の 

に 

し 

き 

仰 

ぐ 

窓 

     
 

わ 

が 

学 

び 

舎 

に 

わ 

れ 

ら 

が 

庭 

に 

     
 

遠 

い 

歴 

史 

の 

香 

り 

あ 

り  

 

 

三
、
正 

し 

く 

強 

く 

大 

空 

へ 

   
   

伸 

び 

ゆ 

く 

力 

開 

く 

窓 

     
 

わ 

が 

学 

び 

舎 

に 

わ 

れ 

ら 

が 

庭 

に 

      
生 
気 

あ 

ふ 

る 

る 

ひ 

び 

き 

あ 

り 

      

母 
校  
妻 

沼 

小 

学 

校 


